
 

 

校庭の  木々の紅葉が  見ごろです。 

 まさしく、今、秋の盛り。校庭の木々の紅葉が美しいです。このような景色を見る

と、つくづく四季のある日本に生まれて良かったと、心から思います。 

また、この巡りゆく四季があることで、過去、そして、今の淋しいこと、悲しいこと、

逆に嬉しいことなどは、人生の一コマであり、『時に振り返り、常に前へ進め！』と大

宇宙が自分に知らしめてくれているように私は感じます。そして、最終的に、 『今を

精一杯に生きよう』 という思いに至らせてくれます。 

 さて、話は変わって、みなさんは、秋の味覚である、「さんま」や「栗ごはん」、「ぎん

んなん」・・・は食されましたか？  また、セイコガ二［セコ蟹
がに

］ という、松葉ガニ

の雌
めす

で小ぶりであり、お腹に内子
う ち こ

（卵）をもっている美味なカニをご存知ですか？  

（このカニを、今年は、食したいです。） 

このように、食べ物に旬
しゅん

があるところも、日本のいいところですね。 

 

  

 

 

 

 

 


